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○事業名 緊急地方道路整備事業
○路線名 主要地方道 浜玉相知線（鏡工区）
○所在地 唐津市鏡
○工 期 平成６年度～平成１６年度
○総事業費 ２７．８億円
○事業内容 道路改築（バイパス整備）

Ｌ＝１，８００ｍ

○整備前状況

車道が１車線と狭いうえに歩道も無く、円滑な交通に支障
を来たし、歩行者が危険な状況

○道路整備状況

現在の基準に適応した車道幅員の確保及び歩道設置

○事業概要



○事業位置 ①

至 伊万里市

至 福岡市

唐津市
浜玉支所唐津市役所

唐津市
相知支所

唐津ＩＣ

至 佐賀市

（主）浜玉相知線

北波多ＩＣ

浜玉ＩＣ

鹿家ＩＣ



○事業位置 ②

全
体

計
画

Ｌ
＝

１
，

８
０

０
ｍ

鏡山
小学校

唐津ＩＣ

鏡中学校

西九州自動車道

至 福岡県

至 佐賀市

唐津東
中学・高校

松浦川

至 伊万里市

至 福岡県



よって

そのため

○背景と目的



○整備前（旧道）状況

大型車も通行し円滑な走行に支障路肩部を歩行し危険！



新東唐津駅
土地区画
整理事業

文

鏡中学校

○整備計画
（平面図）

松浦川

文
唐津東

中学校・高校

事業区間
Ｌ＝１，８００ｍ

至 佐賀市

至 福岡県

半田川

唐津競艇場



○整備計画（標準横断図）
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・「旧道部」の日交通量が２７％減少

１３，３２２台／日（Ｈ１１調査）

→ ９，６９８台／日（Ｈ１７調査）

○社会経済情勢の変化

○交通量の推移

・「バイパス部」の日交通量

→ ４，２８８台／日（Ｈ１７調査）

「旧道部」の大型車交通量が、５７％減少

１，３９８台／日（Ｈ１１調査）

→ ６０４台／日（Ｈ１７調査）



○社会経済情勢の変化

文

ディスカウントストア

唐津東中学・高校

新東唐津駅土地区画整理



○整備状況写真 ①

整備前 整備後

円滑な交通の確保



歩行者及び自転車の安全を確保

○整備状況写真 ②

安全に通学 自転車も
スイスイ



【県内道路の維持管理】

○定期的な道路パトロール（２回／週）

○街路樹の剪定（２回／年）

○伐採（随時）

○落下物の撤去

○動物の死骸処理

○局部損傷の修繕 等

○維持管理状況

・県が管理する他の道路と同様の維持管理及び補

修の実施



【メリット】

○スムーズな通行ができるようになった。

○バイパスに歩道が整備され、児童を含む歩行者
や、中学高校生の自転車が、安心して通行できる
ようになった。

○バイパス整備されたことで、区画整理地区も含め、
地域が活性化した。

○旧道の交通量が減り、旧道への出入りが容易に
なった。

○県民の意見



○県民の意見

【デメリット】

○バイパスを通行車両が、スピードを出すため危険
を感じる。

○旧道が福岡方面に向かう近道となっていることか
ら、交通量はあまり変わらない感じがする。



○事業効果



○今後の課題等

・用地交渉の難航や、他の関係機関との協議（国
道や市道との取付協議など）の長期化などにより、
事業期間が長期化

・旧道部からバイパス部への交通量の転換を図る
ため、他のソフト施策についても検討が必要



○課題を踏まえた改善点など

・採択段階の評価項目
に地元の合意状況等

・土地収用法の制度活
用を積極的に検討

最小限のコストで課題
を解決

・ソフト施策を組み合わ
せた取り組み

事業効果の早期発現


